
臨床検査ﾃ゙ ﾀーからみたC型慢性活動性肝炎における新しいIFN治療の効果

＜はじめに＞

 近年C型慢性活動性肝炎におけるｲﾝﾀーﾌｪﾛﾝ（以下IFN）治

療はｺﾝｾﾝｻｽIFNや抗ｳｲﾙｽ薬であるﾘﾊ゙ﾋ゙ﾘﾝとIFN-α2bの併用

療法が保険適応となり、ｳｲﾙｽ量やｾﾛﾀｲﾌ゚に応じた薬剤の

選択が可能になった。また再投与や長期投与も可能にな

った。今回、臨床検査ﾃ゙ ﾀーからIFN療法による効果を検討

した。

＜対象および方法＞

 対象は1996年から2003年の間に投与前のｳｲﾙｽ量およびｾﾛ

ﾀｲﾌ゚が測定され、IFN投与終了後6ヶ月以上経過観察が行

われた69症例を用いた。このうち、1996年から2001年の

37例を旧IFN群、2002年から2003年の27例（初回投与14

例、再投与10例、長期投与3例）を新IFN群とした。

治療効果は投与終了6ヶ月時に判定し、著効はHCV-RNA

(-)、ALT30IU/l以下、有効はHCV-RNA(+)、ALT30IU/l以

下、無効はHCV-RNA の結果に関わらずALT30IU/l以上とし

た。

 HCV-RNAの検出はｱﾝﾌ゚ﾘｺｱHCV、ｱﾝﾌ゚ﾘｺｱHCVﾓﾆﾀー (ﾛｼｭ・ﾀ゙

ｲｱｸ゙ﾉｽﾃｨｯｸｽ)にて行った。

＜結果および考察＞

 投与されたIFNは、旧IFN群ではIFNα2aまたはIFNα2b。

新IFN群ではIFNα2b、IFNα2b＋ﾘﾊ゙ﾋ゙ﾘﾝおよびｺﾝｾﾝｻｽIFN

であった。

 初回投与の著効率は、旧IFN群ではｾﾛﾀｲﾌ゚1で29%

(5/17)、ｾﾛﾀｲﾌ゚２で65%(13/20)。新IFN群ではｾﾛﾀｲﾌ゚1で

28%(2/7)、ｾﾛﾀｲﾌ゚２で71%(5/7)と両群に差は見られず、

治療前のｳｲﾙｽ量においても両群に差を認めなかった。

 再投与10例はｾﾛﾀｲﾌ゚1では8例全例が無効、ｾﾛﾀｲﾌ゚2では1

例が無効、1例が著効で、長期投与3例ではALTが正常化し

ているのは1例のみであり、効果は認めなかった。

＜結語＞

 新IFN群の治療効果は旧IFN群との差を認めず、また再投

与例においても著効率は低率であった。
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